
鴻巣保健所管内
「多職種との栄養連携に向けた現況」

アンケート実施結果
実施時期：令和８年５月29日から６月12日

依頼施設：医療機関・介護関連施設等 １２７施設

回答施設： ３９施設 施設回答率 ３０.７％

回答件数： １４４件（同一施設の別職種含む）

回答対象：医師・歯科医師・介護職員・相談員・ソーシャルワーカー・看護師機能訓練指導員・
作業療法士・理学療法士・言語聴覚士・管理栄養士・栄養士 調理従事者等 その他関係職員

【参考情報】 ⑥栄養情報連携料の新設（一部の入院料を除く）.pdf
令和６年度診療報酬改定Ⅱ－３ リハビリテーション、栄養管理及び口腔管理の連携・推進－⑦

令和8年度第1回鴻巣保健所管内医療と介護の栄養情報連携連絡会議 資料

https://www.dietitian.or.jp/data/medical-fee/r06/document/%E2%91%A5%E6%A0%84%E9%A4%8A%E6%83%85%E5%A0%B1%E9%80%A3%E6%90%BA%E6%96%99%E3%81%AE%E6%96%B0%E8%A8%AD%EF%BC%88%E4%B8%80%E9%83%A8%E3%81%AE%E5%85%A5%E9%99%A2%E6%96%99%E3%82%92%E9%99%A4%E3%81%8F%EF%BC%89.pdf
https://www.dietitian.or.jp/data/medical-fee/r06/document/%E2%91%A5%E6%A0%84%E9%A4%8A%E6%83%85%E5%A0%B1%E9%80%A3%E6%90%BA%E6%96%99%E3%81%AE%E6%96%B0%E8%A8%AD%EF%BC%88%E4%B8%80%E9%83%A8%E3%81%AE%E5%85%A5%E9%99%A2%E6%96%99%E3%82%92%E9%99%A4%E3%81%8F%EF%BC%89.pdf
https://www.dietitian.or.jp/data/medical-fee/r06/document/%E2%91%A5%E6%A0%84%E9%A4%8A%E6%83%85%E5%A0%B1%E9%80%A3%E6%90%BA%E6%96%99%E3%81%AE%E6%96%B0%E8%A8%AD%EF%BC%88%E4%B8%80%E9%83%A8%E3%81%AE%E5%85%A5%E9%99%A2%E6%96%99%E3%82%92%E9%99%A4%E3%81%8F%EF%BC%89.pdf
https://www.dietitian.or.jp/data/medical-fee/r06/document/%E2%91%A5%E6%A0%84%E9%A4%8A%E6%83%85%E5%A0%B1%E9%80%A3%E6%90%BA%E6%96%99%E3%81%AE%E6%96%B0%E8%A8%AD%EF%BC%88%E4%B8%80%E9%83%A8%E3%81%AE%E5%85%A5%E9%99%A2%E6%96%99%E3%82%92%E9%99%A4%E3%81%8F%EF%BC%89.pdf
https://www.dietitian.or.jp/data/medical-fee/r06/document/%E2%91%A5%E6%A0%84%E9%A4%8A%E6%83%85%E5%A0%B1%E9%80%A3%E6%90%BA%E6%96%99%E3%81%AE%E6%96%B0%E8%A8%AD%EF%BC%88%E4%B8%80%E9%83%A8%E3%81%AE%E5%85%A5%E9%99%A2%E6%96%99%E3%82%92%E9%99%A4%E3%81%8F%EF%BC%89.pdf


回答者職種（職種が無い場合は、業務上の職名）

「看護師・介護職員・ソーシャルワー
カー」の回答が５４％を占めた。

「その他」は事務職の方の回答でし
た

管理栄養士・栄養士以外の職種に
７８．５％の回答でした。



貴施設の「食事形態一覧」や
「摂食嚥下早見表」等を
見たことはありますか？

「見たことがある」方に
伺います。

約半数は
「見たことがない」
と回答しています。

「見たことがある」
人の6割が活用し
ています。



嚥下調整食学会分類２０２１
について伺います。

「名称を知っており、内容、
コード分類を理解している。」
方にお伺います。

約半数は
「知らない」
と回答。

理解している方
の７２％が栄養
情報連携に活
用しています。



右記の職種から患者
（入所者）の
「食事に関する相談」
を受ける事があります
か？

「看護師・介護職員・相談員・ソーシャル
ワーカー・医師・言語聴覚士」の順に相談対
応が多かった。
「特になし」と回答した者は３４％でした。

なお、「相談を受ける」と回答した者で摂食
嚥下早見表を「知らない」と回答した者は41
名 約３６％でした。

複数回答



患者・利用者の食事支援として退院（退所）や入院（入所）の
際の情報連携をどのようにしていますか？

「最も多く活用されていたのは「看護サマリー」でした。「栄養
情報連携書」の約2倍活用されていました。

電話やFAX等の定型文書以外の方法で情報共有を行ってい
るケースも見受けられました。

複数回答



「栄養情報連携料」（診療報酬）という言葉を知っています
か？（医療と介護の栄養情報連携の加算）

「内容を理解している者」は１５％

７５％が「十分理解していない」「知らない」
と回答している。

食事と身体状況の保持・向上が関連している
事は理解されていると推測します。

しかしながら、「栄養情報連携」が保険診療点
数の加算に繋がる事を多職種で共有している
とは言い難い現状でした。

管理栄養士が施設内でどの様な調整を推進
すべきなのかの検討が必要です。
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